
高速道路、国道などに架かる橋については、落橋防止、剥落防 ・鉄道、高速道路等に架かる橋の剥落防止工事を実施することにより、

止等の補強工事を実施し、他の交通機関等への被害が及ばないように未 緊急輸送道路としての機能確保に寄与します。

然に防ぎます。

橋梁に携わった技術者が少ないため、設計・施工 補助金の交付率が他事業と比較して良い状況にあ JR、NEX

　

COへの委託について

　

は、相手方からの見

と

　

もに業者への指導が難

様

しいところがあります

式

。若手技術者を育成し

第

、 るため、引き続き計

２

画に基づき事業を進め

号

ていきます。大きな見

(

直し点 積もりが概ね事

事

業費となっています。

業

交通規制、起電停止の

別

状況により

将来にわた

概

り適切な維持管理がで

要

きるようにしていく必

)

要があります。 はあり

N

ませんが、効率的な事

o

業進捗を図っています

.

。 、設計変更による額

款

の大幅な増減があり、

大

例年、減額となるケー

事

スが多

緊急輸送路、鉄

業

道等を跨ぐ橋梁につい

項

ては、先方の年間対応

中

件数がある く見られま

事

す。補助対象事業であ

業

れば、減額分を他橋梁

目

へ振分けて執行

程度決

担

まっており、予定通り

当

補修を進めるのが難し

所

い状況にあります。 す

属

ることも想定されます

予

。

分担金及び負担金

1

算

2 239,552 91

種

,628 147,92

別

4

14 99,407 0

補

99,407

15 02

助

06 01 01 00 防災

/

・安全社会資本整備交

単

付金 162,682 1

独

59,469 47,8

事

75 111,594

2

業

2 01 04 01 01 0

区

0 橋梁維持事業債 11

分

9,791 100,9

前

00 35,200 65

年

,700

差引一般財

度

源 △282,473 7

増

8,590 △83,0

減

75 161,665

額
前々年度 5年間計画額

当初予算額 決算額

実施計画

本年度事業費 (歳　入) (歳　出) 財源内訳 一般財源

本年度当初要求額 本年度当初要求額

本年度当初査定額 本年度当初査定額

＜事業に関する説明＞

（事業の概要） （事業の目的） （事業の効果）

（事業実施上の問題点） （前年度からの見直し点） （見積についての特記事項）
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歳入特定財源科目名称 本年度 本年度 前年度 増減額
当初査定額 当初予算額 要求額 査定額 予算額

令和 2年度  一般会計 予算内示 事業別概要書（当初）
7. 土木費 1. 橋梁維持事業

2. 道路橋梁費

5. 橋梁維持費 道路建設課

（佐倉市）　　

第５章
住環境が整備された住みやすいまちづくり 1,874,017

平成28年度 414,422

臨時 補助 計画 0 0 224,936 基本施策３
交通環境の整備 平成29年度 430,207

平成30年度 371,342

施策１
安心・快適な道路環境の維持管理を行います 平成31年度 307,472

令和 2年度 350,574

国庫支出金 地方債 その他

282,473 0 0 0 282,473 △282,473

266,529 338,959 6,160 159,469 100,900 0 72,430

・橋梁点検委託 39橋 (うち認定外6橋、京成委託4橋) ・橋梁の適切な維持管理と合わせ、点検等の調査、維持 ・橋梁長寿命化修繕計画により、計画的な維持管理をす

・設計委託  15橋 、改修工事等を実施し、安全安心に利用できることを目的とします。 ることにより、事業費の削減とともに橋の延命措置ができます。また、

・工事委託　2橋　上座跨線橋（京成)、谷津橋（NEXCO東日本) ・橋梁長寿命化修繕計画により、計画的な補修工事を実施することによ 計画的な補修工事を実施することにより、安全性が計れ、安心して通行

・橋梁補修工事　5橋(京成、NEXCO東日本への工事委託除く) り、事業費を平準化しながら健全な管理をします。 ができます。

　文巻橋、今市橋、尾牛橋、弁天橋、宮ノ橋 ・鉄道、


